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ホゴちゃんから学んだこと
福岡・外尾　春菜
　夏休み恒例の作文の宿題が出た。「社会を明るくする運動」がテーマだ。ポスターや趣旨に目を通し、早速、作文に取りかかった。
　しかし、真剣に考えれば考えるほど、疑問に思うことがある。犯罪や非行にも色々あり、万引きや薬物乱用なら、頑張って立ち直ってほしいと思うけれど、殺人ならどうなのだろう。もし、自分の家族や友達が傷つけられたとしたら、とてもそんな優しい気持ちにはなれない。
　私は休日の朝、新聞をテレビ欄から順にめくる。社会面には、信じられないような事件が載っている日もある。こんな重い犯罪を犯した人まで、手助けしなくてはいけないのだろうか。
　自分の中で答えが出せないので、法務省のホームページを開いてみた。じっくり読んでみると、目から鱗。私の知らないことが山ほど書いてある。更生保護の仕組みや連携、その具体的な活動はどれも興味深かった。一番驚いたのは、保護司が民間ボランティアだったことと、予想以上に多くの人が、日常やイベントなどで「社会を明るくする運動」に関わっていたこと。立ち直りと再犯防止のために、国も地域も一生懸命なのがよく分かった。そして、ホームページの中にある、
「一部の人たちだけでなく、地域のすべての人たちがそれぞれの立場でかかわっていく必要があります。」
という言葉に共感した。無関心は無責任なことだと思う。私も、自由時間が減るようなことは、なるべくしたくないけれど、今は人の役に立ちたいという思いの方が強い。
　重い犯罪を犯した人まで手助けしなくてはいけないのかという、モヤモヤの答えがようやく見つかりそうだ。罪を犯した人の更生のためだけではなく、社会の安心のためにも、やはり手助けは必要だろう。地域で受け入れて支えていかなければ、暗くて希望のない社会になってしまう。人には可能性があり、やり直すこともできるのだから。でも、被害者の家族は、とてもそんな風には考えられないだろう。だからこそ、第三者が罪を犯した人を支えていく仕組みが必要だ。そして、再犯を防止することはもちろん、幼いときから命を大切にされて、犯罪や非行につながるような環境に置かれないことも、とても重要だと思う。
　ふと思い出したことがある。小学生の頃、クラスに乱暴な男の子がいた。彼は周りの子とよくけんかをして、先生にいつも叱られていた。私はそんな彼が苦手だったけれど、ある日、仲のよい友達が泣かされて、さらに嫌いになった。
　席替えの日、心の中で神様にお願いしたにもかかわらず、彼の隣の席になってしまった。彼は忘れ物が多く、私の消しゴムや定規を勝手に筆箱から取って使い、ありがとうも言わない。誕生日に妹が、プレゼントしてくれた新品の消しゴムを、床にポイッと投げ捨てられたときは、涙が出そうになった。もちろん、先生も注意してくれたけれど、その後も教科書忘れなどが続き、ゆううつな日々だった。私も負けたくなかったので、家で使っている小さな丸まった消しゴムを持っていったり、赤鉛筆を忘れたふりをした。やがて一か月が過ぎ、席が離れてからは、彼と関わることはほとんどなくなった。
　私は両親から、「自分がされて嫌なことは絶対に人にしてはいけない」と教わった。だから、周りの人に嫌がらせをする彼を理解できなかった。当時は、関わりたくない気持ちしかなかったけれど、今は少し違う。彼には何か不安やストレスがあったのかな。家族でご飯は食べているのかな。無視されるかもしれないけれど、「おはよう」って声をかけてみればよかったかな。
　世の中には、色々な価値観がある。だから、自分はいつも正しい、なんて思わないようにしよう。そして、人にしかできない優しさを、必要としている人に届けたい。何事も、きっかけが大切。偏見や固定観念を捨てて、ホゴちゃんを知るところから始めてみるとよいと思う。大人にも作文の宿題があるといいのにな。
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